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初冬の候、朝夕が一気に冷え込み寒さもいよいよ本格的になってきました。

平成28年（2016年）も一ヶ月を残すばかりになりました。一年の締めくくりとな

る12月は大掃除や家の整理を計画されているご家庭も多いかと思います。以前はこ

の時期、いかに物を収納するのかということが話題になりましたが、物と人の関係を

一新したのが、やましたひでこさん達が唱える“断捨離”の考え方ではないでしょう

か “断捨離”については 「何でも捨てるなんてとんでもない 「思い出の品まで捨。 、 。」

てることはできない 」と考える方もいるかもしれません。でも、この“断捨離”の。

考え方には、人の生き方や子育てにも示唆を与えてくれるものがあります 〈自分自。

身が判断の基準となり、自分の頭で「自分に要るか 「自分にふさわしいか 「自分に」 」

心地いいか」を思考・選択・決断し 「自分軸」で考える力を鍛えていく〉というの、

が“断捨離”の考え方ではないでしょうか。人は、なかなか「自分軸」で考えられな

いものです。他人の目を気にして行動したり、自分自身で判断できずに、他人に同意

を求めたりしがちです。そのことが叙述に現れるのは、ものとのつきあいではないで

しょうか。本当に自分に必要もなものだけ大切にし、自分に必要と思わないものは、

「Nｏ Thank you」と言って断ることができるようになりたいものです。

これは 子ども達の整理整頓についても言えることかもしれません 子ども達も 自、 。 「

分軸」で考えさせて、必要なものか、不要なものかを判断させる訓練をさせたいもの

です。親があれこれ先回りして押しつけては子どもが自分の力で考えて、挑戦しなく

なってしまいます。

年末の大掃除、整理作業の中で、親が「手助けしない勇

気」も必要だと思います。もちろん、子どもが親に尋ねる

、 。 、ことがあれば アドバイスは送ってあげてください でも

最終的な判断は子ども自身にさせるようにしてほしいもの

です。子ども達の「自分軸」を鍛えるためにも。

和歌浦だより



【 】11/8（火）【１２月の行事予定】 地域の方との交流会

日 曜 行 事 予 定 月 日（火）11 8
和歌浦地区老人

木 マラソン大会、いじめなくそうデー クラブの方々に来1
て頂いて、一年生

金 南極クラス（ 年）マラソン大会予備日 の子達との交流会2 5,6
を持ちました。

土 子どもセンター事業 老人クラ部の方3
々から昔の遊びを

月 漢字の博士試験 班に分かれて教え5
て頂きました。子

火 県学習到達度調査（４・５・６年） ども達はおばあち6
ゃん達のお手玉の

水 ブロック人権研修会 育友会実行委員会 扱い方を見て「すごーい 」と感心していました。その7 。
ほかにも輪投げや折り紙も教えて頂きました。広告紙で

金 スクールカウンセラー 作った紙鉄砲を鳴らすのに、子ども達は一生懸命になっ9
ていました。その後、一年生からお礼の歌を披露しまし

土 子どもセンター事業 た。一年生には、とっても楽しい時間となりました。10

【 】12 ALT月 給食費引き落とし日 東京シティフィルハーモニック管弦楽団
11/17（木）

火 和歌祭りのワークッショップ（ 年） 創立１４０周年事業13 4,5
第２弾である東京シテ

水 クラブ（アルバム写真） ィフィルハーモニック14
管弦楽団の講演が行わ

木 年集会発表 れました。 人の団員15 4 65
さんたちが来校しての

土 子どもセンター事業 本格的なオーケストラ17
公演でした。

木 終業式（ 時 分下校） 体育館の約半分を占22 11 30
めるオーケストラの演
奏に、どの子もその迫
力に圧倒されてしまいました。子ども達には音楽の魅力【 】見守り隊の皆様へ
に触れるとても良い体験となりました。

いつも児童の安全を見守っていただき、ありがとう
【 】11/13（日）ございます。 教育講演会

・ 日（水）全校 ： 頃下校7 13 30
授業参観の後の教育講演会は、約８０人の保護者の方・ 日（水） ・ 年 ： 頃他学年 ： 頃下校14 5 6 14 30 13 30
に出席いただき、講師に和歌山県立医科大学保健看護学・ 日（水）全学年 ： 頃下校21 13 30

・ 日（木）全学年 ： 頃下校 部教授 柳川敏彦先生をお招きして 「子どもの発達と22 11 30 、
よろしくお願い致します。 子育て」をテーマにご講演いただきました。

講演では ・子育てをするうえでベースとなるのは、、

何より親と子の信頼関係である ・信頼関係を築くため【 】学校開放週間 来校のお礼 。
には、子どもが「ねえ見て見て、話を聞いて」と言って

１１月は学校開放月間になっており、本校では、 いる時を逃さないことが大切であること ・褒めるとき。
「 。」 、１１月 ８日（火）～１３日（日）の期間を学校開放 は えらいね はなく

週間と位置づけ 日曜参観や教育講演会を行いました 出来るだけ具体的に褒、 。
その期間にたくさんの方に来校していただきました。 めることなど、子育て
特に１３日（日）の日曜参観には、保護者のみなら のヒントとなることを

ずご家族や地域の皆様にも多数来校していただきあり たくさん教えていただ
がとうございました。 きました。
また、競書会金賞作品、校内工作作品、科学作品も 講演の後半ではスマ

展示し、皆様方に見て頂くことができました。 ホが子どもの脳に及ぼ
この開放月間だけではなく、学校はいつでもみなさ す影響も教えていただ

まに来校していただくことができます。様々な意見を き、最後まで内容の濃
承るとともに 授業参観をしていただきたく思います い講演となりました。、 。

2年生(11/21,22)パン屋さん 開店しました！
。生活科の取組で地域のパン屋さんについて学習を続けてきた２年生

学習の最後にパン屋さんを開店しました。二日続けて 年生から 年1 6
生までのたくさんの「お客さん」が来店。 年生はパン屋さんごっこ1
をを楽しみ、高学年のお兄さん、お姉さん達は 年生のパン屋さんが2
成功するように上手にお客さんをしてくれていました。和歌浦っ子は
みんな素敵な子ども達です。


